
第50回大会〕 被　　服

I Ep- 5　　　　　　　　　男性の通勤着スタイルとワイシャツとの関連(第２報)

　　　　　　　　　　　　　　　　－アンケート調査より　ー

　　　　　　　　　　　　　　○水深　真紀　　　小林　茂雄　　(共立女大)

　[目的|男性の通勤着スタイルとワイシャツとの関連について､観察法による調査結果を第

　49回大会にて発表した。今回は前報に続き、質問紙によるアンケート調査によって、ス

　ーツおよびワイシャツ着用に内在する要因を明らかにする。

　[方法]平成８年11月より平成９年11月に行った男性の通勤着スタイルの観察法による定

　点観測調査で、ビジネス地域である丸の内と中・小企業、商業地域である錦糸町、蒲田、

　工業地域である豊洲という地域の比較、および業種による比較を試み、スーツスタイルと

　ワイシャツにおけるちがいが明らかとなった｡またこれらのちがいには年齢という要因が

　深く関係していることが分かった。そこで、季節を問わずスーツの着用が最も多く、代表

　的なビジネス地域である丸の内に勤める社会人男性を対象に､葉書大の質問紙を用いた配

　票留置法による調査を行った。調査時期は平成９年11月下旬より12月上旬である。配票

　は、70%を通勤時に街頭にて配布し、有効剛答は2:^4票、回収率は55. 6%である。質問
　は、ズツ着川、白無地ワイシャツ着川の頻度、仕事における場而による白無地ワイシャ

　ツ着川の度合い、自分の服装が他者から見られること、すなわち服装の公的自己表現性と
　年齢、職種、業種との関連をクロス集計、平均値の差の検定、分散分析により分析する。

　[結果jスーツの着用は週平均4.85 日であり、白無地シャツの着用は3. 08 日、白無地以外

　のシャツ着用は1.98日であった。統計的検定により、白無地ワイシャツの着用日数に年
　齢、業種によるちがいが見られた。特に製造業においてのスーツ着用の低さとばらつき、

　また中高年層における白無地ワイシャツの着川度が鳥いflfが顕著であった。

I Ep－ 6 ビジネスマンのカジュアルデーに対する意識と行動

○加束卯子゛樋泉似子¨　上野亜希子末3　中川早苗本3

に西南女学院短大，¨光華女子短大(非). "奈良女大)
【目的】週末にはカジュアルな服装で出勤できる｢カジュアルデー｣を採用する企業が、ここ数年少

しずつ増加している。ビジネスマンの仕事に対する能率化、活性化をはかるにあたり、企業ではフ

レックスタイムの導入､休暇の長期化など規制緩和を促進する柔軟な環境づくりが進められている

が、カジュアルデーもその一端を担うものといえよう。新たな試みともいえるカジュアルデーの今後

の動向を探るために､本研究では､カジュアルデーを実施している企業で働くビジネスマンを対象

にカジュアルデーに対する意識や行動について調査をもとに明らかにするとともに、今後､職場で

働く男性にとって望ましい服装スタイルのあり方について検討を試みた。

【方法】カジュアルデーを実施している企業で働く男性を対象に、1996年11月～12月、配票留置法

による質問紙調査を実施した。配布数260票、有効回収率65.4％であった。主な調査項目はカジュ

アルデーに対する意識､カジュアルデーの服装および着装時の留意点、背広･ネクタイスタイルに

対する意識､職業観などであり、単純･クロス集計、因子分析､クラスター分析により分析を行った。

【結果】カジュアルデーに賛成であると答えた者は全体の82.3%を占め、職場の雰囲気が明るく、

自由になったなどの肯定的な意見が多く、ビジネスマンに支持されている様子がうかがえる。カジ

ュアルデーには着心地が良く、自分に似合っている服装の他、季節感があり、個性が主張できる服

装が取り入れられ､ている。年代差は見られるが、全体では上着にジャケット(55%)、中にワイシャツ

(68.6%)、下衣はチノパン(50.5%)が多く、ネクタイをつける者は23.5%にとどまっている。また､職業観、

背広･ネクタイスタイルに対する意識とカジュアルデーに対する意識との関連について因子分析お

よびクラスター別クロス集計を行った結果､相互に関連が認められた。
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